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患者様へご協力のお願い

広島市立北部医療センター安佐市民病院では、臨床研究として、保有する患者さんの情報を、
「非根治切除となつた食道癌症例に対する術後治療とその治療成績」に関する全国調査のた

めに使用させていただきますので、ご協力をお願い申し上げます。

本研究への協力を望まれない患者さんや研究に関するお問い合わせなどがある場合は、下

記の問い含わせ先へご連絡をお願いします。本研究に参力0されない場合でも、不利益を受ける

ことはありませんので、ご安′き下さい。

[研究課題名]

非根治切除となつた食道癌症例に対する術後治療とその治療成績

[研究の目的と意義]

局所進行食道癌に対して食道切除術を施行した際の術中所見や、手術後の検査で癌が体内

に遺残していることが半」明、あるいは強<疑われる場合 (非根治切除と言います)があります。

これまで臨床の現場ではこのような症例に対し、化学療法や化学放射線療法、あるいは放射

線治療単独療法などの追力0療法がしばしば行われてきました。しかし、こうした症lJllに対する治

療戦略は未だ確立されておらず、その治療選択については一定の見解はありません。

非根治切除症bllの頻度が少ないために過去の研究も少な<、また単施設の研究では症夕」数

に限りがあるため、多施設共同研究による検討が必要です。今回日本食道学会主導で、カ

ルテデータを用いた全国多施設共同研究を行います。現状を把握し治療成績を明らかにし、

至適治療を探索することで、今後の治療成績向上につながり得るものと考えております。

本研究はがん研究会有明病院食道外科を主たる研究機関とし、共同研究機関より収集し

た匿名化データを用いて、解析を行います。     .

[研究の方法]

○研究実施期間

広島市立北部医療センター安佐市民病院院長実施許可日～2026年 3月 31日まで

○対象となる患者さん

西暦 2011年 1月 1日より2021年 12月 31日までの間に、食道癌に対する食道切除を受け非
根治切除となつた患者さん

○協力をお願いする内容

本研究では、過去の診療の記録より収集されたデータを使用させていただきます。具体0旬

には、背景因子 (年齢、1生別、身長、体重、過去の病歴など)、 治療内容 (化学療法の内容、

手術の方法、放射線治療の内容など)、 臨床病理学的因子 (がんの進行度、病理診断など)、

短期成績 (手術後合併症の有無など)、 長期成績 (再発の有無など)が含まれます。研究参
力0の有無により治療方針が変更されることはありません。

○研究の方法

広島市立北部医療センター安佐市民病院を含めた共同研究機関が、過去の診療の記録より

収集したデータを本研究の主たる研究機関であるがん研究会有明病院食道外科に提供し、

解析を行います。
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[研究組織]

日本食道学会に所属する有志参力0施設 全 58施設

研究代表者 :公益財団法人 がん研有明病院 食道外科 渡邊 雅之

共同研究機関および施設責任者 :

愛知県がんセンター

飯塚病院

石巻赤十字病院

江戸川病院 外科
大阪急性期・総含医療センター

大阪警察病院

帯広厚生病院

加古川中央市民病院

|がん研究会有明病院

関西労災病院

独立行政法人国立病院機構 関門医療センター

岐阜県総含医療センター

九州医療センター

九州がんセンター

京都医療センター外科

近畿大学奈良病院

熊本大学 消化器外科
群馬大学総合外科学講座 消化管外科
慶應義塾大学

恵佑会札幌病院

高知大学医学部

神戸大営

国立がん研究センタ
ニ東病院

済生会宇都宮病院

済生会福岡総3病院

埼玉医大国際医療センタ
~

1産業医科大学第191・科

」CHO大阪病院

安部 哲也
中ノ子 智徳
市川 宏文
中島 康晃
本告 正明
西川 不B宏
村川 力彦
西村 透
渡邊 雅之
杉村 啓二郎
吉野 茂文
長尾 成敏
吉田 倫太郎
本村 和恵
畑 啓昭
本村 豊
馬場 祥史
佐伯 浩司
JUII 雄光

北上 英彦
北川 博之
後藤 裕信
藤田 武郎
松本 健司
定永 倫明
佐藤 3A

柴尾 不□徳
出村 公―
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滋賀医科大学

四国がんセンター    て

静岡県立総含病院

新東京病院

千葉大学

東海大学医学部消化器外科

東京医科歯科大学

東京女子医科大学病院

東北大学病院

徳島大学病院 食道外科
獨協医科大学埼玉医療センター

獨協医科大学上部消化管外科

鳥取県立中央病院

富出大学 消化器・腫瘍・総含外科

長岡中央綜含病院

名古屋大学

奈良県立医科大学

新潟県立がんセンター新潟病院

新潟市民病院

新潟大学医歯学総含病院

八戸市立市民病院

浜松医科大学

兵庫医科大学上部消化管外科

広島赤十字・原爆病院

広島大学病院

藤田医科大学・総含消化器外科

北部医療センター安佐市民病院

北海道大学消化器外科‖

山形県立中央病院

出梨大学医学部第 1外科

竹林 克士
柿下 大一

佐藤 真輔
岡部 寛
松原 久裕
/」 4ヽJl 和夫

藤原 尚志
前田 新倉
石田 裕嵩
丼上 聖也
三ツ丼 崇竜
中島 政信
建部 茂
奥村 知之
河内 保之
神田 光郎
松本 壮平
番場 竹生
桑原 史郎
市サ|1 寛

丸出 祥太
竹内 裕也
篠原 尚
出□ 将平
浜丼 洋一

須田 康一

青木 義朗
七戸 俊明
野村 尚
市川 大輔

[個人情報の取扱いについて]

本研究では臨床情報を取り扱うため、潜在的にプライバシー侵害の危険lltがあります。

臨床情報は、匿名化を行い、氏名、生年月日、診療 IDは情報から削除します。カルテ番号
とは異なる匿名化 IDにより、患者プライバシーを保護します。この匿名化患者 IDおよび
広島市立北部医療センター安佐市民病院のカルテ番号の対応表は、広島市立北部医療セン

ター安佐市民病院の個人情報管理者によつて管理されます。広島市立北部医療センター安
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佐市民病院から、主たる研究機関であるがん研究会有明病院食道外科へのデータ送付の際

にも、氏名、生年月日、診療 IDは情報から削除された状態で行います。主たる研究機関で

あるがん研究会有明病院食道外科における全ての解析過程においては、匿猛化された状態

で作業が行われるため、臨床情報と個人情報との対応を直接知ることはできません。

[情報を主たる研究施設へ提供する方法、情報の保管方法]

主たる研究機関であるがん研究会有明病院食道外科へのデータの提供は、データ登録シス

テムにアクセスじ特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。データはすべて暗号

化され、日本の大学病院医療情報ネットワーク(UMIN)の UMIN医学研究支援 (症例登録害」付)シス

テムクラウド版 (INDICE cloud)にて保管・管理されます。対応表は、各共同研究機関の個人情報

管理者が保管・管理します。

[情報の二次利用の可能性について]

本研究で用いるデータは、研究事務局に保管されます。本研究の目的以外に、本研究で

得られた情報を利用する予定はありません。

[利益相反と資金源について]

本研究において研究の結果及び解釈に彩響を及ぼすような「起こり得る利益の衝突 (研

究者個人の利益、立場等が、研究の公正、公平な計画、実施、報告に影響を及ぼす可能性)」

は現状存在しません。本研究は資金を必要としませんが、解析などで資金を必要とする場

合は、主たる研究機関であるがん研究会有明病院食道外科の研究費を使用します。

[問い含わせ先]

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い含わせ下さい。

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。

また、情報が当該研究に用いられることについて患者さんもし<は患者さんの代理人の

方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出<だ
さい。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。

研究全体としての照会先 :

公益財団法人がん研究会 有明病院 食遵外科 医長 岡村 明彦
〒135‐8550東京都江東区有明3-8-31
電話 :03‐ 3520‐0111(大代表) F墨 :03‐ 3520‐ 0141

広島市立北部医療センター安佐市民病院での照会先および研究への利用を拒否する場合

の連絡先 :

広島市立北部医療センター安佐市民病院 消化器外科 部長 青木 義朗
〒 :731‐ 0293 広島市安佐北区亀曲南 1丁目 2‐ 1

電話 :082‐ 815‐ 5211(代表 平日 8:30～ 17:00)


